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彙 薦
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//, 派手 な膚羅訥■つ いため乙 量 (添節 氏 )

A、 家 子 ″向願奔 興
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ス
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で、 凍手 方予算打ハ trハ 菌泰
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(3)環 特尋 l― 床 尋なノヽ委員へ 七考文け 3■ 噴
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,て  の た
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た争績 t象 しぁ 3ι 〉スのよ う なものて めう.  ‐     
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持 こせて審Jと して薫 しい ,
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ン)′7日 3b日 1■ 、革 澳繭 喬ヽが指満 してヽ 豪特 各 、 向顆 委

打 さ せ奏委の な贅 碁 を膚 く  '

シヽ辻 泰群 半 の人 し入つ驚 窓せな |`す う・ lt箭 =す
子‐ ・

ァi)|い ナ薇千″衛 え Zヤ ちの た
｀
とtめ た水 の讀

・
てで 1｀ 読た資 七

材し―かし
`鷺

術狭誅あた1)て 薇`えうよう1■ :こ it:1^

(3)凍手核絡ヨl昼 夙ハ13凩 すう来た孝晨l■ )く のよし■じつてある。

l)凍時 番 念乗各 方ィヽを喚会 t髪 けう´ 番票
=負

■驀 キよ |)選 出

し、 そめKは /よ 名腫 友 とし、 孫路 季 々員長義ス 氏 ヽ諸1寄 員長

‐
業姥式 蔽顕 への外 た洲 / 汰纂 /.荻 ŕ=F く粛 2 角 ち

:凝 ノ 東魚 」、 東た ノヒサ
・
3・ その人込 1志 で 二毛Ⅲ■や り、・ ´

た 、 天
`継

えた い人 )さ 秀 員長 :L率 毯 てそ 覺長 :■ ~仁 サ う～

li)凍 み 方画霜板術 委 貫

^t員
子 η教な 零三毛 霞■ 分る不 が  浜

天 主 1ヽ ■ )1■ 季 スのな せたす つ ■ し 1■ こえ‐ ■4■ 貫 :=還 溶の

標 子 が よ ξ力 か うな いか ら警 こ的 な この こして /′ 買末 日恵でヽ

の任 蕪‐Lし 4いう Lt滞 兵 た う。 前 に 邊 た こブヽ 1■ ■ ■民衆 (・

人 )プ 上 (気 入 )両 民 を″5た う。

1河 )象 与 万¬許場筆籍か せ Z｀ に拳 ネ妥繁負嚢員は激て ほ して`イ

ル)該 噺場資かを核打スヽ香嶼へし豪凛す|″

て/)添 厨 氏 の多 亜 を 巻

人卑 感 フタ1)ン トし み うが,そ のに の ■ヒな し多 す ヒ‐ヽ

4)素 子 ″熟l繭 準 備拓 複会 幹 事へ てス ｀幹キ ヘ し資 十 )も 索 昴1

ヒ してブkへ 輌て め多・ (こ と しこ数車 質像 tt tt t()孝 務鑢 魚

考lt嶽 為tい ろ
     :的 ちのしな}〕 やすよ―

・この下'1静口)舗 基へ t幹華へ意 拳こ彰 ス
′

うに 者のユ東 ■綸準に贅資 サ多ガ |十 二め 1'ヽ イ鷲 ゑま つ毛

「

謝
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=よ |)滅 毬

、二、議1苺 興ス

気毒 2 名右

■■や :り 、 ■ ´

仁 す ら～

、二る市 かヽ 数

|■ 貫 |=重 幣の

′貫末 sよ でヽ

_=■ 長ミ (ニ

二十り も彙昇1

■ )孝 窃れ条

‐ ■の 下 :1参

考心≒
:の ‐象 露1

専 t■ ;|、 らの 会 合 (持 ち Rサ 有 ネ ′
キ今 ま で す 挙 日

=こ
ぁ が ぅ こレl督で`フこあて 意たゃフを11督 ιI_料 みヽとこ状とゃ3っ も

′りてわ つ́

へ)ギめ卦 華へ のKた て ぁ 3初 査町 ぁフト質)(重 |ュ ,1外 賞め梓 ι l)う事額が,3が 、そ,1(球 解まさィじ ヒ患シ̈
三う け循秦 は彙子方弯覇なつ

`、

ては ― Pあ 亜校的 なしめてぁ〕
のこヽ ス爾な錬尋ヵ研たのがK薄 典敦冒、彙子ヵ LRす ぅ次葎
尋 ■亀 く、たみ″Tふ ハ ヒ藍名 を率を●.ξ て 墜琶さJtぅ 途 心補ム 左
了案

多考え在栴左へでぬべ承枕さⅢたので■イt;3っ i、 そ
`夕

ヵ と
て IⅢ、つ も 1)て ―,多 ぅ

永)幹 華 :な l二 学法 各 な 暑 五単 t,込
,、

こ と は 考 え (ti tが 、 か っ としうはち?か 。く、失熟あ主家等慮家i二 その下為てヽヽ 1(ぅ  ́ _
へヽ 打させムあ

^還

,ま 導倉へ賛 た警向 |こ 茉.か ニズtiょ る前tネこて千′|｀ て`本し|か とt、 ぅ今まを最11の 形式であった。 こかし■
人 |り 消.泰

'■
等 |ま 3/7彩 へ 与 ヒンちへった 煮肇 |と て来た。ぉ

な会 ∂さ興 |で 東京人 てぁ 多め |き 、
平式浚費´

「

(1っ て.継 全 蒸通
ぐ やら、t将 なかっ た。

卜)ク デネ́ 再,オ /日 の打ふせハが爾か
|(う パ、ュlk t曇 こと

スを桝ふ な最 して マ狩 泰絆 の基本 方針 を灰).・ 疹阜 t芝 有 くっ
|け で ぁ 多´      _

与)準 術恭賛 滲蒙子ガ阿鑽春 員へて、は、 ゃ)取 ゃバ準衛 へ賛 1.譲 打
すう■とこ痢箕た ナ多 軍とをク ロι尊諸 しヒが 二″tiよ 軟目(め
アた, l:'法 律に民すぶ′f、 そ員会亡折からなって為3.彙 手力
基本違 に′フ.マ その薫 長の箇久 書 こ請 車会 に持 っ弘す ことにす
る。 (ヤ 術

^黄
さニムt戌 ズ た すぅ こと ,議 i意 4ん ど祇軍熊 てぁ  ‐

り、 まぇ半行会≒ |よ セラしたとこぅてもなむ1)ク 昌3θ 颯に
二のガ、そ秦公を訂くが 特ヮ|を 資中IF不 :ヽ 熱な、のゎ多ぺ |ま 足来
幽 層 し Zも ら ,1た 、1_ れ

｀
ぃ 彙 専 方 向 鷺 技 術 番 賢 へ t象 .3ヒ
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(フ
'

―・ ― ‐‐ ;箋書
・ ・

整 ■警 (=警 饒 轟 粂 嘉 詳 羅 轟 :姜11轟1



一月
‐「
「
一

ｒ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

‥

‥

―

―

ｌ

ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

―

―

(奔  栞 )リス公耐の浄にスし、 そ興よ )'警■ιへ滴t凍 力ll二 ;う

二こ、講麦▲へ颯顆季の幹事tス 董サリ■二等の後ti簿 Zス タヽ

人章 lι フilて み負南があフえ´

こ澳護氏, Kキ この差家とをえ3と ハ決めつK低 甫 |よ 卜の蒙蔭て、

,き か惑てので 1)芳 てゃら主孵意 し、ヒ思り,予 算がすてによて tヽ

るので、
.K各

,き 彙手や
=魚

3巨 療 ζ銹ヵこztヽ 多← 籐前 lト ー
`1ヽL並行 こて象マ専者のを、猛たて若釘肉 、しみ込まt31と にち

,tた ぃ。ま律係項のう家λ´旅な擁ハての準名のた機の次味等

tね っつて,13. 義ス民のオ「ムせ会へのご桑象颯諄ι・ のな,・

選つた この でぁ 3,人 手な ど)ホ 不疎 6み 3が ネ 慮準殊伐 結 てあ

み ´ で、 本 治

"の
も の とな つ た と を tつ ク` り し た きの |二 な フ て

おヽlt lま よ`ぃら もめ
`ぁ

多̂

(奪  賣〕 麻υ如″家蔭が多ミ手ガに珍Tし て |よ つk有 |■ 菫毛
`め

3

瑕対螺質の人事虜霧和二はなから味が力、わ rtた が 1 岸なη具体

館肉恩 iよ R 人華向歌 じ■彙貢11■ な うtて
`た

よ

(派 岡へ )_胃 簿 な素澪 iL t´っか ごく毛為ζ 3と も考 えこ |)す

るが 、きたての負話 く建ない_ ア、孝●子 ′iフ it z l=お らせへや

お
^寃

なの ことで婁ケ■L告 つ てみこ_■ .:ヽ ら
'な

れ贄 1■ 払tな iう

た`
',て

あう。″Jヽ、ぼスぅ/、 弓 2′ヽ:it■ ルう 1〕 ゑ .=ブ ガ t7ヒ が
｀
家

ロカラ 2■ とこあ う、か後ネ考´塚さがぁつて
`壼

み一人ζ班

/K/1■ 華 tiよ ■簿
‐
な い二

(尋  員 ) 零尋 万 ヒ颯 こ駅肴 ″さ 意つた錬 ヒ いぅものがあう

のがく 人孝も准資者
=破

ぅ の 1■ f、 llな II´ 会 暉″・資算llれ つ

と菫 く系 饉氏
`考

え らイt之 い ぅパ え、 ガヽ新、わ 2武 三枠 苺 へ こヽ入

:Iヽ しよ ぅ,■ 努 ヵ して )i t tl,衆 手万む員・ハ とか 所 な ヤ i卜 な 質 ヒ

か 鎌丘式
`汽

顆冬の静 K事 項 ピ■ っ て 113め か っ厖た も クと汰

く人た死 tζ え、と、竜 電 t鎌 くよ うにすヽ主 てめぅ″  ‐  ‐

t家 驚ス ) てのよう薫諫 1/tlぅ もの Iき ■ ]lで こヽモヽ 奪い。 こ外 が

itつ き :,す ろ電で解■よ電こ の努 力 望″ け■,lk公 嘉 ,■ ち́ :ζ l:

私 ′意4よ 1■ どおこ 質には考え■ llな t)_か iま 武為 の着、杉 :手 ヽつ
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: 手ネ ら千く蔭 く、

1丁 (■ 共 ■ しヽ

= 奉■ 1よ そ i｀

Lt移 ]と に傷

:竜 え つ狭吹 等

言手 し■の家 ,■

F菫 孫伐藉てあ

L二 つ |二 7憲 フt

≒:■ 羞 専 て う ち

: 年漁 ′具体

二t考 えこ 1)す

■
=お

らせ なや

ラ■ il急 こな い

●ず ″ tた が
｀
繁

[壼 か 一 人
`離

l● このが あ る

硬 i負 持|'さ も つ

■■■
=へ

1二 入

F毛 マiSれ 質 ヒ

_三二 tフ と扱

スυ
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，す
　
ス
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一

ｔ
　
ニ́

てこ基乏 して t.1の で相手 のあ うことで そょと考 こ こて礎れ

二つ :'お (宥 t乙 こ1´ な梶 ′ιよ ι)り1晨 tな るこヒが理想 ヒ尋 )

べ見 、月、椋 2氏 の向遷 せべ tlこ ″ 力 した み たぃ。 準術
^競

Hで

=彙
子 な季 員会 t燎 う等 ρ■ とは驚額をて 次資 幸残 に峰なって

:毛 し1が  っ′1っ ねてう tlう ≒熟ま嚢て 11く ,に 家湯 |よ i tt.

〔二 興 ) げ術

^賛

てヽ標各方向験を毅計す多2ゎ !二 この予算
事海ξえ 瞭 な1か 、

t纂日 民) Y衛 へ就 くヽlL薄 とすぅ二め羅 の 資颯につ いをは、 ■

'翼
の呑 員

^の
後 にた ´方法 七考 え ぅこと l■ な り、 日本粛妹十

二でヽ結 夢1+で ぁ ぅヵ で、 こρ日の委 員会 (の 答井は 一′ヽ ィに め

にtt,(髪  潔 )

(姿  興) わ オヽわムの■東周|が 晏本菊 にまた のマ |〕 力のな か に

まな駐 らよ て だな |.塚 子え膚遷委 員会 痣 tっ 分 りして餞いた

しl_濠 聡民 慮蒻年漱 ι予算か ま 3ょ り呑 ■ Lを 補 さ ntた が 誕な

の子橋挨誘 のま薦 ス 上 1■ ス こ茂 の予 算慮慮て 1ま な らな t}. ■の

ズ 色 J彙 力 |■ 露繁謗 しζほ とぃゃ

(添 風 &)て のょうにタ ガ した u_

(季  員) 
「

プーノι家二 ,■ 、s、 A、 電ガ

“

湾赤 な滸のiP髭レ膨 輸

入栄等之考えぅと、 わィヽゎ 4kは で主ろかせりの努ォ在すべこで

あ多.少 っが ,,す
=ヒ ニ長期どこぅの党 lζ lょ 晏くなら, 琴繊

へ識 はこの■算を■衆昴1,Z、 家らして孝書のないように′仮う擬特
1■ 商殴苺 ,ま こっか りしてほ tι 、ヽ

(■  貴)t、 家子万晨霧奉員への辱準に,1,て は熊キたゎ夕3ょ
(添 嵐民 jゝ ぅにしたい。

(委  員) 露へ暉書催粛:薫 l■ 界す多資層専もこの予算から颯 t

た t,"

t琢 瞬氏) ′ ´ 昌 に費手 ヵ 予算 につ ||て 薇 特 毛 の ア、.お ふ堪会

紛入 奪狩 公策 のへ、 it象 って費 tl奪驚 角 ヒ機 魯 tし な }_

■の予算 ,ま 乞務 ス |よ イスえ な t、 が、
「

クフ し■ ,■ を 入 1、 Lら

低 う こ とが 量ス ろ予 た て

"多
.
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本 書 肖裟童 のす釘堪塾麟饉長核ネ喬が ヽユラ て 1ヽ み ら し (Iこ こ|ぅ 缶 ,ま

東 ぃたバ、 どうふ しらな tl。 私 は■の流 査 頌 の方針 Lし て 濾、

薇 与4計 画 の 一熊釣 方 針 等 お金 め技 衛 喬 ばか りで な どlη 査 1=こ

れ lヒ 考 え てもヽ う.

(挙  ス ) 外 饉う琢査 爾 項 ′よを ス i4~本 で戻 子 炉 を 壺 多 ノ、に な っ

可滋性がフしlク  ・ ′itさ %以 孝矢な ;kら ふ う苺 lkが ブハ !■ め う´

ぅ´ きの甕談 ハ ほ′意■わ認在 画の機 等 )ま 嬌 量の夕得 てあ 移_

(で  買 )政 府憫lη 秦舞 伝 額を家卯1こ すべ し Zし め・ ιtこ の

1番
員 会 で封顆 にしては しい´

:(添
簡 氏). 私 めに 量萩 客老 乞颯系 オ衡 へ解為 すつ し iヽ うか まで

のゃ oオ ス安嗚李幸な じ量普な準な基 t入 1に ち こ し |■ 努力 すうと

tiう 労次でが せんじ‐r_ι ういた しヽ`気 喚的 な久串 Ltヽ う力遂●ミ

潔末 藝/7Nぎ |)努 ヵす ぅか ら上のよう なこ とな渡贅 ttl(之 ιで

‐ tな 機た配 があら.

(季  表) (=/■ 力計希 ″鱚 果 )欠 資
"へ

属 の線

`盤
t＼ を得 な

tlて あ つ),tヽ ま しll‐ らく核 子を見 よう (前 蓮申さ幸玖 tA)ξ r)

右 さ せ奏 にな か群 準 の人が入 っていな いこと億円顆で あろ・

ο為 笙 庫ら ,患 七 ヒ:2.(疑 五 ■合華晨 (A)(Y)

(2)凍 子 方 向 歌 表 宿 委 員 ヘ

委員長 ハ ら末 布 、人政か らの  氏の
｀
壇 ス 生名 か しバ 、為娠L面

氏か ら締 エネ乞 あ り、 ス にる尋 興が う色 々 の難策がなさ :it F。

イ)重 者 |■ せ充分 注意 を尊 す る.

4鷹 人の諮 向薪 歯 てあ ?て はな らぬ .

盗諾 してまえ し入らホ |い うすヽ ぽ題番 を重っ てほ しい o

■,itに 雄せんすう拳爽iよ 甕た角なものとして、 /′ 月末日毯

で の任 嫌 ヒ t之 イ 驚 会 快 に 申 人 il｀ 力 し巨        :「

家 奈 ょ (■ 人 ゝ 着 上 R(六 人 )喬 民 を加 え 39 -

魔∂奉員公は増デヾ幸考彦員をよくヒうことら     '
(誦 ムい■挙́ (ぞ )ヽ iつ              ■

|           (Z｀            | ‐ | ■ ‐
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iフ ブ、1こ ′よう

:券 ,■ め う _

L【 ,3_

,こ ιt■ わ

二 liり 今 ま で

,■ fヵ す う と

し .ラ )次 iよ

tti、 之 も で

ltitモ 律 な

さ重 玖 (A)は i)

1撃 モ 考 ろ‐

息 _ ‐

′′昌ふ晨き

面緯
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(3λ 保 尋 カ メ1ヽ 委 員 A蒙 量 の ■

A)該 選 の 目 的 主 義 ス 委 員 長 か ら認 鴫 ヽ 1、 た 、 そ の 暑 気 は、

`♪
 猿特 委 タブ者▲ 興お 棄す ち |■ はさの 爾でな さづ‐■ら たのく、

二ふよ I)6六 ■ の ものが iぶ しい, ス■ォ、によ 1)金 が 盤ゃ サ く

なろク、も しJtな い″

直)農 場性 のあぅこの で、特 1■ 議蒔基底サ ぅ自顆 に重た颯末 ろ

|の でな |ナ 1ヽ 1ぎ
｀
な らな 1、 .

ハ )ご み 多″ ヒ ι て み薇 目 を ιつ ‐

‐)塑 軍 の な 熊 て め 重 茂 的 な もめ で ぁ ぅ。 こ it i3,十 こ t人 秩 、

示靡 か ら 2っ のえが 虫た.

(3)人 萩朱4は この小委 員へ )ま 像 子方 向電 に菌す 多承 隷 t持 なヒ

たもの i`す 多。 従 つ て崇 子ヵ lオ 顎 ″れひ う獄 特辱スタト″人が入

つてこよ tl.

tt~' ス和 象てヽ 1意 坂竹 委 員しこれ 1＼ 委員
`を

´ふo■ したよう な性権

乞ιつこ もの 1■ す う_

二よ らた中にし tて 種 々資論 があつた。

1意 むめ ■ぅこと凍 子ガ ヒぇ したム と}嵐 顆 t■ の香 負へ
``取

な う l■・要が ぁ 多_か とし、与ことが あ 美 1色 なっ たが、 ガス豪 手″ 専

町象 の夕 7L_― プが虫来 て く′1(ぽ そう らでスな か せ
｀
よぃの である

が 、乗 子核々 な名 向て も向峰がお 当 め ぅ祖左 4は 、 ご′あ ″
‐ヒして の数 F_~て、当然 及な う、 t考 し,ス 将来 とてし、 彙手″研

な者 の毒倉 をます の ,意 :魅、落セ,ぁ ぅ Lし 1シ ョ とになつ こ′

ハ、 移、 c気 の中 c棠 |よ 核術 尊凛委 員 ,ホ 烈にすらニ ヒ Lし て

痣ヽヾか J、 た。ィ農し表猜 委 員へが 人た な■ ヒtひ tホ らなこ、よぅ

に薦題冬 ,こ ||う
=ヒ

になつこ。

A、 移 家 が め ら ■ し は 如 i二 し て こ う し L tt a奏 色

`ス

ぅ .ヒ 痣

賛衰 が マ数 でヽま り、 A,Bz｀ ちう の栄 t4ち か した1)こ と i■

なつたが、 A、  移 の鵜 気 ′意残 さ|し の ■す 3か 、 しな いか の極 異

てヽあ 1)Jヽ ■ては該 をあ、クヽ すにヽ配 ιlあ ぅが ′必ナ
｀
たえ tな くさ く

こ と ,■ tて 髪 け 1シ ′ltる と、 事後 の教義 たこっか りや ホ |こ 熟顆は

.           (ク )               :
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r tl■ LI■ 薇 る た

`絡
議 亀、  薇

`な

薦 零
1・ 6し て通 当 な 人 t

移 案 と あltえ ιキ″             ・

Цく え う くヽな ん ニ

(長 ふ
''1二

)凛 千核夕翠 学者 ∠してのあ 乞Z=(見 な ,ガ ら`凍

路ヽを 離か らた
・1)ふ A祟 ■と |'た い。          二

(山 饉工) =の えギ奏
.会 は凛 手 万j珂 歌 2予 想 し4イスⅢ :ヽ て

'毒

い

な
"‐

|の

(委 員長 ) 4う しこ 21義ダたZ〕 /、 上のもの 2イス多 )ι す l竜

ら lξ :、 イ徒 会大 にてレtlつ て係 られば森 らめり ■
"ふ

尋スハ !よ

凍子核琴著 Zこ たの

^多
が
｀
人勿 なのであうか ら、こ とつけ小

`
ゎ 1、 ぇ方が よいみで ,苺 ないグ」

(山 きま ) .わ 4t々 ム
'■

送象 ■方口該歩千に負た■ 1,か ら豪子

方向額 L瑕 り盗 tヽ 人が 1■ とい.わ 4t驚 1(すよ亀スうがな ttか ら

t~勿ノ残″りを実多
'ノ

■つたの iで あ 季o

(番 薬長)  ご物 24ι 五
`1つ

|も 毎場←の電 角 tま しめて上ヘ

ムすので柔五 |)る 電なし)・

ご山 ロス ) 床 モ 汀 ン、外 の 二 二 :意 こ易 ′〃  `な い の 小 .

(委 乗長 ) ス 所 の よ う な 毛 今 竜長 を ■ さ 書 き で ―― こ、 熱 派 す

ィ素子 ィ :t          でマ ら
ぃ
`直

燿 女歩 した i,tて :う っ

ナ :薇 4芳 岬犠季案ながやろうであ うo

三
=(‐

目 数
'よ

滋 挙 お よ の ユ tl力｀
と い う Lti■ な l夕 、 へ 32ミ

:二 っいてスをこつ
=

じ柔賛黙者   ‐

‐山日、山都

ハ栄賛戌ろ

落 れ 、た 重

接か資 (ス 崎、申村ヽ経小駐鳥)

生 の月、デ各豪 会 は ,(イ
)彙特 尋 め ヽ霧預蒸三蘇季く`あ づ ?

:口 , ξ′あ 摯易  ヒ:こ この表 葛 礁 果 す 、t′ ,ヽ 薬 魚 茂、 三
=晨

i考 堪 し て素覆 該 スi定 して 亀み 之奪 ツ サ う:■ ' 午
頚 慮屎 斥 呑

二粛 卜、

'ネ

■ |たな な ら二襲 I√れ 今 よ
―

`■

ltll=1了 蠣 茎 ス こ

(‐
g)

(CI'
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■ :=

,く 二
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1会 .

嵐 長 す

で マ し

ヽ3二 柔

三
=晨

慮薇 看 呑

重 基 ス こ

ｒ贅
　
　
　
・・さ
で
難壼
應

一
一
■
■
　

，
コ
〓
●

争環 (3)_の ょ ぅ に したこ

(率 )朝 永 恣 員 長 ォ「 △ せ へ ⌒ 会 の件
‐  入へしてしらt)た tl,∫ 、んi、 きでぁフを。ニミゎ暮景がられ七んの1葉示ヱ恙がヽちこ虫、1を 、入会 t子 なといこ11).と たなった

寧言ネ Kは 最後角 段階は ゎ 1、 ″ Jtの
言

低ぐ贅圭凛 則が板 よ乏 ιさ て、ぁ
る今

｀
、 そ

`|(も ktて 晉衛 へ弐 を.勃
ぅ.ょ )奪 懲茂 遺ιらな (|,姓 め,マ衛会宍頚ヒ有効■ス iニ ナ3ヒ のネ|卜 のメ′it iが ぁった´

乗こそ二会夢百奏、の亭筒ス 氏へ会のことが奥た場さもかのを気を衆ιて千員長自募が次す,こ とになった。

け)ゼ   ″  ′せ

や 核身 坊菱△を核″メ、尋買ハ こ名所と■クえ1)ヒ 無恩氏よ |′ 良 :

家ぁり承想 さまぇ_

口)乗 客につし〕て象をゝ 7tた _

ノ))表部 へよ 1'「 泰 子力戻つ考核 を ,言 /´ 百//kぅ 7
ンに準希ιて1,ぅ ので  応   なかくぁろが_
乙丞乞かめった。
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手貢り
　

リヽ

日軒 な くよ

ヽ肇七し,ζ
ll

千)甲 碁 囲著姥 外′保 ろ″歯桑西書が _蒙
ri層 家ス 3ょ ♭ |二 東l覇

を貞会が効 をっっゎぅιの教者が 入塚 、益 た 1武 ょ l)ぁ った。
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